
ノロウイルス 家庭での処理方法

感染拡大を防ぐには、嘔吐物を適切に処理する
（消毒）ことが大切です

ノロウイルスとは？ を理解する事も必要です
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ノロウイルスとは

 細菌による場合は夏に多いが、ウイルスによ
る場合は冬場に多いのが特徴（12月~3月）

 症状

＊潜伏期間 12～48時間

＊嘔気・嘔吐・下痢・腹痛

＊症状は比較的に軽症で2～3日で軽快

＊症状消失後1ヶ月近くウイルスは排泄される



治 療

 基本は対象療法

 脱水を来した時は点滴が必要

 嘔吐物での気道閉塞に注意する

ノロウイルスにはワクチンはない！

止痢剤は使用しない！



ノロウイルスを家庭内で感染を
予防するには

⁂ 食品の十分な加熱（二枚貝）

⁂ 手洗い

⁂ 嘔吐物の処理

嘔吐物には、大量のウイルスが含まれています。
嘔吐物の不適切な処理はノロウイルスの家庭内感
染の原因になります



流水と石鹸での手洗い



ノロウイルスを口に入れない為の手段

 帰宅時に、うがい 手洗い 食事前やトイレの
後は30秒以上の手洗い

 十分に加熱した（85℃以上で 1分間以上）食
品を摂取する

 台所の調理器具、ﾀｵﾙなど共有で使用する物
のウイルス除去



おう吐物消毒の問題点

 広い飛散範囲

おう吐物は半径2メートル程度の広い範囲に

飛散します。（約1メートルの高さからおう吐した場合）



おう吐物の消毒方法

①85℃・１分以上の加熱

②0.1％のハイターによる消毒

家庭でどうやってすれば
いいの？



加熱による消毒方法

 ８５℃1分以上に加熱する方法は？

① 熱湯

② スチームアイロン

③ 布団乾燥機



熱湯による加熱

 熱湯による加熱は、カーペットの種類によって
多少の時間変化があります。

 （裏ゴム 長毛 ループ状）

＊85℃の温度を持続は困難！



スチームアイロンによる加熱

1ヶ所あたり 2分間
程度加熱すればカーペ
ットの表面の消毒が可

能です



布団乾燥機による加熱

低温長時間加熱

50℃で30分加熱
すれば

不活化できる

寝具乾燥の専門業者は、70℃から

100℃で40分「以上の過熱処理



加熱による消毒方法のまとめ

カーペットの表面は、家庭用スチームアイロ

ンで消毒できます。

（但し 1ヶ所2分間程度加熱が必要

広範囲の場合は不向き）

家庭用布団乾燥機の消毒は困難ですので

業者に依頼しましょう。



どのような消毒剤を使えばいいの？

商品ラベルを
良く見てね

次亜塩素酸ナトリウム
であることを確認

してね‼

市販のハイターでいいです。

0,1％の消毒液を作るには

キャップ
20ｍｌ × 5 杯⇒ 水6ℓ



間違えないように注意！！

＊ワイドハイターは、酸素系漂白剤で
塩素系漂白剤ではない！



ペットポトルでの消毒液の作り方



我が家のノロ・グッズ

① 使い捨て手袋
② 使い捨てエプロン
③ ﾏｽｸ
④ 雑巾
⑤ 新聞紙
⑥ 嘔吐するときの入れ物
（新聞紙でおったもの）

⑦ ビニール袋 〔大・小〕
⑧ バケツ
⑨ ハイター
泡状はじゅうたん等に
液状は清掃に
0.1％＝吐物 ハイター100ml 水5ℓ
0.002％＝清掃 ハイター20ml 水5ℓ

バケツの中に下記の物品を
全部入れておき、何時でも直
ぐに使えるようにしています



家庭でできる消毒法 まとめ

＊ノロウイルスの消毒には、スチームアイロンに

よる加熱が有効 しかし広範囲では不向き

＊家庭用布団乾燥機は十分な消毒効果は困難

寝具の消毒は業者に依頼しましょう

＊次亜塩素酸ナトリウム（ハイター）で適切な消

毒で感染の拡大を防げます（但し 変色あり）



ご清聴ありがとうございました。

厚生労働省感染資料抜粋
東京都健康安全研究センター資料抜粋

必要物品をそろえて、吐物の処
理をしましょう。

換気も忘れないで下さい


